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さ
て
、
国
鉄
の
分

割
・
民
営
化
か
ら
３

０
余
年
が
経
過
し
、

「
国
鉄
改
革
の
完
遂

を
め
ざ
す
」
と
い
う

鉄
道
政
策
は
、
労
働

組
合
が
指
摘
し
た
と

お
り
の
矛
盾
を
広
げ
、

「
国
民
と
労
働
者
に

と
っ
て
百
害
あ
っ
て
一

利
な
し
」
の
姿
を
浮
き

彫
り
に
し
て
い
ま
す
。

大
規
模
な
鉄
道
路
線

の
廃
止
、
整
備
新
幹
線
・

並
行
在
来
線
の
問
題
、

リ
ニ
ア
新
幹
線
建
設
の

問
題
、
Ｊ
Ｒ
三
島
・
貨

物
会
社
の
経
営
問
題
、

重
大
事
故
・
安
全
の
問

題
、
人
事
・
労
務
管
理

の
問
題
は
、
安
全
・
安

心
な
鉄
道
輸
送
を
未
来

に
引
き
継
ぎ
、
大
都
市

と
地
方
の
格
差
拡
大
に

歯
止
め
を
か
け
る
う
え

で
も
切
り
離
す
こ
と
の

で
き
な
い
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

鉄
道
本
部
は
、
国
民

の
移
動
の
権
利
・
交
通

権
を
保
障
し
、
全
国
の

鉄
道
路
線
の
再
生
に
向

け
て
、
国
鉄
の
分
割
・

民
営
化
30
余
年
を
検
証

し
、
全
国
の
運
動
の
交

流
を
は
か
り
た
い
と
考

え
、
鉄
道
本
部
組
合
員

と
Ｏ
Ｂ
が
一
同
に
会
す

る
「
つ
ど
い
」
を
下
記

の
と
お
り
に
開
催
い
た

し
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
、
本
集

会
の
主
旨
に
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、
み
な
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

日

時

２
０
１
９
年

10
月
31
日

（
木
）

第
一
部

「
国
鉄
の
分
割
・
民
営

化
の
検
証
と
鉄
路
を
守

る
全
国
交
流
」

15
時

～

17
時

第
二
部

「
建
交
労
・
全
動
労
Ｏ

Ｂ
の
つ
ど
い
」

17
時
30
分

～

会

場

ホ
テ
ル
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド

日
暮
里

〒
１
１
６
ー
０
０
１
４

東
京
都
荒
川
区
東
日
暮

里
５
ー
50
ー
５

Ｊ
Ｒ
山
手
線
・
京
浜
東

北
線
日
暮
里
駅
（
南
改

札
口
）
か
ら
徒
歩
１
分
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建
交
労
・
全
動
労
Ｏ
Ｂ
の「
つ
ど
い
」（
仮
称
）

お
知
ら
せ

５
月
25
日

ナ
ー
ス
ウ
エ
ー
ブ
集
会

13
時
～
15
時
30
分

お
で
っ
て
会
館

記
念
講
演

後
藤
の
り
こ
さ
ん

５
月
29
日

災
対
蓮
５
・
29
国
会
行
動

12
時
15
分
～
16
時

衆
議
院
第
２
議
員
会
館
多
目
的
会
議
室

６
月
１
日

第
２
回
労
働
安
全
衛
生
学
習
会

サ
ン
ビ
ル
７
階
７
０
６
会
議
室

講
師

藤
澤
晶
子
さ
ん

第
34
回
県
内
一
周
反
核
平
和
マ
ラ
ソ
ン

６
月
４
日
～
７
日

２
０
１
９
国
民
平
和
大
行
進

６
月
10
日

歓
迎
集
会

県
公
会
堂

11
日

12
時
10
分

盛
岡
出
発
集
会

「
過
労
死
・
過
労
自
殺
１
１
０
番
」

全
国
一
斉
電
話
相
談

６
月
15
日

10
時
～
15
時

木
村
草
太
さ
ん
講
演
会

６
月
23
日

14
時
～
16
時

エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
い
わ
て
２
階

第
65
回
岩
手
県
母
親
大
会i

n

遠
野

６
月
30
日

遠
野
市
民
セ
ン
タ
ー

「
脱
原
発
」を
テ
ー

マ
Ｎ
Ｏ

Ｎ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
Ｓ

（
ノ
ー
・
ニ
ュ
ー
ク
ス
）

は
、
「
脱
原
発
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
日
本
の
ロ
ッ

ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。

２
０
１
２
年
に
幕
張
メ
ッ

セ
で
第
1
回
目
の
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
２

０
１
７
年
ま
で
に
５
回

開
催
さ
れ
て
い
る
。

Ｎ
Ｏ

Ｎ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
Ｓ

は
坂
本
龍
一
の
呼
び
か

け
に
賛
同
し
た
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
、
市
民
団
体
、
メ

デ
ィ
ア
な
ど
が
参
加
す

る
「
脱
原
発
」
を
テ
ー

マ
と
す
る
ロ
ッ
ク
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
。
２
０
１

２
年
の
幕
張
メ
ッ
セ
以

降
は
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で

定
期
的
に
開
催
さ
れ
て

い
る
。
音
楽
の
演
奏
の

み
な
ら
ず
ト
ー
ク
・
セ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
も
行
わ
れ
、

多
角
的
に
「
脱
原
発
」

を
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
多
く
の
フ
ァ
ン
に

支
持
さ
れ
て
い
る
。

初
回
は
、
脱
原
発
運

動
「
さ
よ
う
な
ら
原
発

１
０
０
０
万
人
ア
ク
シ
ョ

ン
」
の
中
心
で
あ
る
、

「
『
さ
よ
う
な
ら
原
発
』

一
千
万
人
署
名
市
民
の

会
」
を
通
じ
て
各
団
体

に
寄
付
。
現
在
は
事
務

局
が
中
心
と
な
り
、
収

益
の
寄
付
先
を
決
め
て

い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
出
演

前
回
開
催
２
０
１
７

年
か
ら
２
年
ぶ
り
の
３

月
23
・
24
日
に
東
京
・

豊
洲
Ｐ
Ｉ
Ｔ
が
開
催
さ

れ
。
今
年
は
、
Ａ
Ｓ
Ｉ

Ａ
Ｎ

Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ｇ
ー
Ｆ

Ｕ

Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｔ

Ｉ
Ｏ
Ｎ
や
ス
ト
レ
イ
テ

ナ
ー
の
他
、
若
手
の
Ｎ

ｕ
ｌ
ｂ
ａ
ｒ
ｌ
ｃ
ｈ
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
出
演
し
た
。

若
者
か
ら
は
、
震
災

を
忘
れ
な
い
た
め
に
、

脱
原
発
を
願
い
、
行
動

す
る
姿
勢
に
感
動
し
た

と
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ

ら
れ
た
。

原
発
の
運
転
期
間

経
団
連
新
た
な
提
言

を
発
表

経
団
連
は
８
日
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
新
た

な
提
言
を
発
表
し
た
。

原
発
の
運
転
期
間
に
つ

い
て
、
今
の
最
長
60
年

よ
り
延
ば
す
こ
と
や
停

止
期
間
を
運
転
期
間
に

含
め
な
い
よ
う
に
し
て

事
実
上
延
ば
す
こ
と
を

初
め
て
求
め
た
。
東
日

本
大
震
災
後
、
地
元
の

同
意
を
得
ら
れ
ず
に
再

稼
働
で
き
な
い
原
発
も

多
い
中
で
の
運
転
期
間

の
延
長
要
求
に
、
原
発

に
慎
重
な
民
間
団
体
か

ら
は
批
判
も
出
て
い
る
。

新
規
制
基
準

テ
ロ
対
策
施
設
の
建
設

再
稼
働
し
た
関
西
、

九
州
、
四
国
の
電
力
３

社
の
原
発
全
９
基
が
停

止
を
迫
ら
れ
る
可
能
性

が
出
て
き
た
。

新
規
制
基
準
で
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
る
原
発

の
テ
ロ
対
策
施
設
の
建

設
が
設
置
期
限
に
間
に

合
わ
な
い
た
め
だ
。
３

社
は
期
限
の
先
延
ば
し

を
含
め
た
対
応
を
原
子

力
規
制
委
員
会
に
求
め

て
い
る
が
、
委
員
か
ら

は
厳
し
い
意
見
が
相
次

い
で
お
り
、
３
社
の
見

通
し
の
甘
さ
が
露
呈
さ

れ
た
形
だ
。

テ
ロ
対
策
施
設
は
、

航
空
機
の
意
図
的
な
衝

突
の
際
な
ど
に
遠
隔
で

原
子
炉
を
制
御
す
る
。

当
初
の
設
置
期
限
は
新

基
準
の
施
行
か
ら
５
年

だ
っ
た
が
、
２
０
１
５

年
に
、
再
稼
働
に
向
け

た
原
発
本
体
の
工
事
計

画
の
審
査
を
終
え
て
か

ら
５
年
以
内
に
設
置
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

原発ゼロ NO 98

全動労争議団第２６回総会

安心安全な野菜を選ぶポイント
前回硝酸態窒素の怖さを伝えてきましたが、本当に

安心で安全な野菜の選び方。あくまで目安です。

①葉野菜は色が淡いものを
葉野菜を選ぶときは、なるべく緑が淡い黄緑がかった

ものを選びましょう。一般的に濃い葉野菜は硝酸態窒

素の含有度が高い傾向にあります。

実際、自然界を見渡すと、緑の色の濃い草はあまりあ

りません。ほとんどが、淡い黄緑がかった色をしてい

ると思います。

自然本来の葉野菜は、緑の色が淡いもの。仕方なく

濃いものを食べる場合は、湯がいて食べることをおす

すめします。生で食べるときは、水に数分付けてから

使いましょう。それで大部分の硝酸態窒素は流出させ

ることができます。

②左右対称・丸いものを

過剰な肥料に頼らず、作物本来の力でゆっくり育った

お野菜は、左右対称で均整が取れています。

ジャガイモやトマトなどの丸いお野菜ならば、丸く

て綺麗な形のものを。

過剰な肥料を使ってしまうと、どこかに無理が生じ、

形がいびつになりがちです。

③ずっしりと緻密なものを
ゆっくりと自然に寄り添ってできた作物は、手に持っ

た瞬間にずっしりとした重みを感じます。

過剰な肥料に頼らずに、ゆっくりとお野菜のペースで

細胞分裂を繰り返すので、緻密になるんです。

切ったときに空洞がない、実が詰まっているものを選

べば、それは自然に寄り添った方法で作られている可

能性が高いです。

特にみかんが分かりやすい。美味しいみかんは、持っ

た瞬間にずしっと重く、そして皮が剥きにくい！

実と皮がしっかりとくっいています。

たまにスーパーでぶよぶよしていて、皮がするっと

剥けるみかんってありませんか、あれは、大量の肥料

をあげることで、皮の成長に実がついてきていない状

態。当然、水っぽく味が薄くて美味しくない。

④オーガニック・有機栽培・自然栽培のものを
お野菜やお米を選ぶときは、オーガニック・有機栽培・

農薬化学肥料不使用・自然栽培・自然農法のものを選

びましょう。

農家さんやお店の基準によって農薬・肥料の量と質に

バラツキはあると思います。

それでも、普通のスーパーに並んでいる慣行栽培の作

物よりは、自然にも人にも断然優しいはずです。

有機栽培・有機JASでも認定農薬を使用できます
有機JAS＝農薬不使用（無農薬）ではないことがありま

す。（もちろん完全農薬不使用のこともあります）

人間が健康に生きて行く為に116
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扇
沢
７
時
始
発
の
室

堂
ま
で
の
電
気
バ
ス
ほ

か
の
片
道
６
千
円
弱
の

乗
り
物
乗
車
で
、
10
時

ち
ょ
っ
と
過
ぎ
に
室
堂

に
到
着
。
標
高
が
高
い

室
堂
は
み
ぞ
れ
交
じ
り

の
雨
と
な
っ
て
い
る
。

快
晴
の
雄
山
、

大
日
岳

２
日
目
の
早
朝
は
小

雨
が
降
っ
て
い
た
の
で
、

９
時
に
宿
出
発
。
雨
は

止
ん
だ
が
真
砂
岳
、
雄

山
山
頂
上
部
が
雲
に
覆

わ
れ
て
い
る
し
、
バ
ー

ン
も
少
し
硬
い
、
デ
ブ

リ
の
箇
所
も
見
ら
れ
た

が
、
山
崎
カ
ー
ル
直
下

の
斜
面
を
最
初
に
滑
る

こ
と
に
す
る
。
今
回
ツ

ア
ー
最
初
の
気
持
ち
の

良
い
初
滑
走
と
な
っ
た
。

こ
の
後
、
シ
ー
ル
歩
行

で
真
砂
岳
へ
の
斜
面
を

登
る
。
本
日
２
度
目
の

滑
走
。
大
き
な
弧
の
シ
ュ

プ
ー
ル
を
描
き
雷
鳥
沢

キ
ャ
ン
プ
場
へ
下
り
休

憩
し
、
２
日
目
の
ス
キ
ー

滑
走
を
終
了
す
る
。
夕

方
に
は
雲
が
消
え
、
快

晴
の
雄
山
、
大
日
岳
に

夕
日
が
素
晴
ら
し
い
景

色
に
変
わ
る
。
明
日
の

滑
走
斜
面
の
雷
鳥
沢
の

赤
く
色
づ
き
夕
日
斜
面

が
本
当
に
綺
麗
で
す
ば

ら
し
い
。

雷
鳥
の
出
迎
え

３
日
目
朝
は
快
晴
・

モ
ン
ゲ
ン
ロ
ー
ド
の
雄

山
が
綺
麗
で
宿
の
前
に

は
写
真
撮
影
の
人
だ
か

り
と
な
っ
て
い
る
。
８

時
に
宿
を
出
発
。
雷
鳥

沢
の
取
り
つ
い
て
ま
も

な
く
登
山
客
の
多
さ
に

目
覚
め
た
の
か
我
々
６

人
の
す
ぐ
脇
に
歓
迎
す

る
か
の
よ
う
に
雷
鳥
も

姿
を
み
せ
て
く
れ
た
。

雷
鳥
沢
後
半
の
斜
面

は
斜
度
も
き
つ
く
、
ま

た
、
最
後
に
細
尾
根
箇

所
の
歩
行
も
少
し
怖
か
っ

た
が
、
無
事
に
剣
山
御

前
小
屋
に
着
く
。
あ
い

に
く
見
え
る
は
ず
の
剣

山
は
９
合
目
か
ら
上
は

雲
に
覆
わ
れ
て
い
る
。

小
屋
迎
え
の
斜
面
か

ら
剣
沢
滑
走
、
２
日
目

最
初
の
剣
沢
滑
走
。
雪

質
も
ま
あ
ま
あ
で
剣
沢

キ
ャ
ン
プ
場
手
前
ま
で

の
広
い
快
適
な
斜
面
の

滑
走
。
こ
こ
で
２
度
目

の
雷
鳥
が
我
々
６
人
の

傍
に
現
れ
る
。
剣
御
前

小
屋
に
シ
ー
ル
登
行
で

登
り
返
し
、
小
屋
で
休

憩
。
休
憩
後
、
第
２
弾

雷
鳥
沢
メ
イ
ン
滑
走
と

す
る
。
上
部
は
結
構
の

斜
度
が
あ
る
が
雪
の
状

態
は
良
い
。
こ
の
滑
り

出
し
の
斜
面
上
部
か
ら

見
る
室
堂
平
一
帯
は
行
っ

た
こ
と
が
な
い
が
写
真

で
見
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア

ル
プ
ス
に
似
た
雄
大
な

真
っ
白
の
別
世
界
の
景

色
で
あ
り
、
滑
り
の
ほ

か
に
景
色
も
ま
た
感
激

で
あ
っ
た
。
リ
ー
ダ
ー

が
コ
ー
ス
取
り
し
て
く

れ
た
お
か
げ
で
、
登
り

の
人
の
多
い
斜
面
で
な

く
、
沢
斜
面
で
も
な
い
、

向
か
っ
て
左
側
の
雪
質

も
良
い
素
晴
ら
し
い
広

い
斜
面
の
大
滑
走
を
満

喫
で
き
感
激
。

大
斜
面
快
適
に
滑
走

４
日
目
最
終
日
も
８

時
出
発
、
右
に
浄
土
山

を
見
な
が
ら
一
の
越
ま

で
の
全
行
程
最
後
と
な

る
２
時
間
ち
ょ
っ
と
の

シ
ー
ル
歩
行
と
な
る
。

快
晴
で
北
ア
ル
プ
ス

の
山
並
み
が
望
め
る
一

の
越
に
は
雄
山
へ
の
登

山
客
で
溢
れ
て
い
る
。

そ
の
登
山
客
に
見
ら
れ

な
が
ら
、
ち
ょ
っ
と
荷

が
重
い
が
広
い
快
適
な

御
山
谷
の
ス
キ
ー
滑
走

と
な
る
。
快
適
な
斜
面

が
続
き
、
も
う
少
し
下

り
た
い
気
持
ち
を
抑
え
、

途
中
夏
道
を
ト
ラ
バ
ー

ス
し
、
東
一
の
越
到
着

し
休
憩
。
休
憩
後
い
よ

い
よ
今
回
ツ
ア
ー
最
終

滑
走
と
な
る
タ
ン
ボ
平

か
ら
黒
部
平
駅
下
ま
で

の
滑
走
と
な
る
。

こ
の
斜
面
は
黒
部
平

駅
か
ら
大
観
望
駅
間
の

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
左
側

の
大
斜
面
で
、
黒
部
平

駅
で
は
撮
影
ポ
イ
ン
ト

が
あ
り
、
こ
の
多
く
の

観
光
客
が
見
て
い
る
大

斜
面
の
最
終
超
ロ
ン
グ

滑
り
込
み
と
な
る
。
ほ

ぼ
予
定
の
コ
ー
ス
の
全

滑
走
を
終
え
、
黒
部
平

駅
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
、

黒
部
ダ
ム
を
サ
イ
ト
歩

き
、
最
後
の
乗
り
物
電

気
バ
ス
で
扇
沢
15
時
着
、

６
人
の
立
山
山
ス
キ
ー

ツ
ア
ー
を
無
事
に
終
了
。

天
気
に
恵
ま
れ
大
満
足
、

大
感
動
の
思
い
出
と
な

る
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
と
な
っ

た
。

標
高
２
７
０
０
メ
ー
ト
ル
か
ら
の

滑
走

こ
れ
ま
で
は
、
従
業

員
が
有
給
休
暇
を
と
る

か
ど
う
か
は
、
従
業
員

の
自
由
で
し
た
。
も
し
、

従
業
員
か
ら
有
給
休
暇

を
と
り
た
い
、
と
い
う

申
し
出
が
な
け
れ
ば
、

た
と
え
結
果
と
し
て
有

給
休
暇
が
ま
っ
た
く
と

れ
て
い
な
く
て
も
（
年

に
０
日
で
あ
っ
て
も
）
、

法
律
的
に
は
問
題
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
（
も
ち

ろ
ん
、
従
業
員
が
「
有

給
休
暇
を
と
り
た
い
！
」

と
言
っ
て
き
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
会
社
が
「
と
っ

た
ら
ダ
メ
！
」
と
言
っ

て
し
ま
う
と
問
題
は
あ

り
ま
す
が
…
）
。

法
律
が
変
わ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
会
社
は
、

従
業
員
に
対
し
て
、
必

ず
年
に
５
日
間
は
有
給

休
暇
を
と
ら
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し

た
。

従

業
員
全
員
が
対
象
と

な
な
ら
な
い

法
律
の
対
象
に
な
る
の

は
、
『
10
日
以

上
の
有
給
休
暇

が
与
え
ら
れ
る

従
業
員
』
で
す
。

有
給
休
暇
は
、

す
ご
く
簡
単
に

い
う
と
、
『
入

社
し
て
か
ら
６
ヵ

月
間
（
半
年
）

働
く
と
、
10
日

間
も
ら
え
る
』
。

パ
ー
ト
や
ア

ル
バ
イ
ト
な
ど

の
立
場
に
関
係

な
く
、
「
10
日
間
以
上

有
給
休
暇
が
も
ら
え
る

人
は
、
こ
の
法
律
の
対

象
と
な
り
、
年
５
日
間

の
有
給
休
暇
を
と
っ
て

も
ら
う
必
要
が
あ
る
」
。

５
日
間
の
有
給
休
暇
は
、

い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
に
と
ら

な
い
と
い
け
な
い
の
？

有
給
休
暇
が
与
え
ら
れ

る
日
」
の
こ
と
を
、
法

律
で
は
、
有
給
休
暇
の

「
基
準
日
」

年
に
５
日
間
の
有
給

休
暇
（
年
次
有
給
休
暇
）

と
は
、
法
律
で
定
め
ら

れ
た
労
働
者
に
与
え
ら

れ
た
休
む
た
め
の
権
利

で
す
。

労
働
基
準
法
に
お
い

て
、
労
働
者
は
、
仕
事

を
し
て
か
ら
６
ヶ
月
間

継
続
し
て
雇
わ
れ
て
い

る
全
労
働
日
の
８
割
以

上
を
出
勤
し
て
い
る
こ

の
２
点
を
満
た
す
こ
と

で
10
日
間
の
年
次
有
給

休
暇
を
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
「
年
に
」

と
は
、
「
有
給
休
暇
の

基
準
日
か
ら
１
年
間
」

を
意
味
し
ま
す
。

有

給
休
暇
は
労
働
者

の
権
利

「
有
給
休
暇
を
取
り

た
い
」
と
申
し
出
が
あ
っ

た
場
合
、
企
業
は
基
本

的
に
断
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

新
制
度
が
設
置
さ
れ

る
に
あ
た
り
、
管
理
者

は
、
以
下
の
２
点
に
つ

い
て
気
を
付
け
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

使
用
者
は
、
時
季
指

定
に
当
た
っ
て
は
、
労

働
者
の
意
見
を
聴
取
し
、

そ
の
意
見
を
尊
重
す
る

よ
う
に
努
め
る
。

使
用
者
は
、
労
働
者

ご
と
に
年
次
有
給
休
暇

管
理
簿
を
作
成
し
、
３

年
間
保
存
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

あ
く
ま
で
も
有
給
時

季
を
指
定
で
き
る
の
は
、

社
員
の
意
思
を
尊
重
し

た
上
で
決
め
る
も
の
と

考
え
ま
し
ょ
う
。

年
次
有
給
休
暇
管
理

簿
と
は
、
年
次
有
給
休

暇
を
取
得
し
た
時
季
、

日
数
、
基
準
日
を
労
働

者
ご
と
に
明
ら
か
に
し

た
書
類
の
こ
と
で
す
。

年

次
有
給
休
暇
は「
休

暇
」に
関
す
る
事
項

就
業
規
則
の
絶
対
的

記
載
事
項
（
必
ず
書
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ

と
）
、
使
用
者
に
よ
る

年
次
有
給
休
暇
の
時
季

指
定
を
実
施
す
る
場
合

は
、
就
業
規
則
に
記
載

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

有
給
休
暇
は
、「
労
働
基
準
法
」と
い
う
法
律
に
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

働き方改革法と有給休暇の

取得義務化

超
大
型
連
休
を
利
用
し
た
、
立
山
ツ
ア
ー
を
岩
手
３
人
、
東
京
３
人
。
５

月
１
日
朝
６
時
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
扇
沢
口
集
合
、
６
人
に
よ
る
山

ス
キ
ー
ツ
ア
ー
の
出
発
と
な
っ
た
。

２
日
目
の
早
朝
は
小
雨
が
降
っ
て
い
た
の
で
、
出
発
を
遅
ら
せ
宿
出
発
。
山

崎
カ
ー
ル
直
下
の
斜
面
を
最
初
に
滑
る
。
真
砂
岳
へ
の
斜
面
を
登
り
、
２
度

目
の
滑
走
。
夕
方
快
晴
に
な
り
雄
山
、
大
日
岳
に
夕
日
が
素
晴
ら
し
い
景
色

に
変
わ
る
。

３
日
目
朝
は
快
晴
、
剣
山
御
前
小
屋
に
、
雷
鳥
も
姿
を
み
せ
て
く
れ
た
。
・

４
日
目
最
終
日
、
一
の
越
・
東
一
の
越
か
ら
、
今
回
ツ
ア
ー
最
終
滑
走
タ
ン

ボ
平
か
ら
黒
部
平
駅
下
ま
で
の
滑
走
と
な
る
。

日本一高いダム黒部ダムは大自然に囲まれ
た人気の観光地。

大日岳バックに

剣御前小屋付近

夕日が素晴

年
次
有
給
休
暇
で
す
が
、
２
０
１
９
年
4
月
か
ら
1
人
あ
た
り
年
５
日
の

年
次
有
給
休
暇
を
取
得
さ
せ
る
こ
と
が
義
務
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
、
労
働
者
に
年
次
有
給
休
暇
を
取
得
す
る
権
利
は
与
え
ら
れ
て

い
て
も
、
年
次
有
給
休
暇
そ
の
も
の
を
与
え
る
義
務
は
使
用
者
側
に
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
点
を
大
き
く
変
更
し
、
罰
則
付
き
で
年
５
日
の
年
次
有
給
休
暇
の
取

得
を
義
務
づ
け
た
の
で
す
。

使
用
者
は
、
労
働
者
ご
と
に
、
年
次
有
給
休
暇
を
付
与
し
た
日
か
ら
1
年

以
内
に
５
日
に
つ
い
て
、
取
得
時
季
を
指
定
し
て
年
次
有
給
休
暇
を
取
得
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

時
期
指
定
の
方
法
で
は
、
使
用
者
は
、
時
季
指
定
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の

時
季
に
つ
い
て
労
働
者
の
意
見
を
聴
取
し
な
け
れ
ば
な
い
（
義
務
）
。
ま
た
、

で
き
る
か
ぎ
り
労
働
者
の
希
望
に
沿
っ
た
取
得
時
季
と
な
る
よ
う
、
聴
取
し

た
意
見
を
尊
重
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
努
力
義
務
）
。

５
日
の
年
次
有
給
休
暇
を
取
得
さ
せ
る
方
法

１

使
用
者
か
ら
の
時
季
指
定

２

労
働
者
み
ず
か
ら
の
請
求
・
取
得

３

労
使
協
定
で
計
画
的
に
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
日
を
定
め
る
「
計
画
年

休
」


